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ネイテ ィブス ピーカー:大 学生 の認識 と学習 のモデル
窪 田 光 男
はじめに
本稿 の 目的は、現在 の 日本 の大学生が、日常的 に使 っている英語 の 「ネイテ ィブ ス ピーカー」
とい う用語について、 どのよ うな認識を持 ってい るかを調査す ることであ る。そ して、彼 らの
考え る英語 のネイ テ ィブス ピーカーと、彼 らの英語学習 の 目標 となるモデル との間に どのよ う
な類似点、相違点があ るかを考察す ることであ る。後で触れ るよ うに、 このネイ テ ィブス ピー
カーとい う用語 の問題点については、言語学、言語教育 の分野で これ までに も様 々な議論が な
されて きた。 しか し、本稿 の 目的は改めてそ の定義上 の問題点を蒸 し返す ことでは な く、現在
の大学生 の間で ネイ テ ィブス ピーカーとい う用語が どのよ うに定義 され流通 してい るか とい う
実態を知 ることか ら、英語教育に関す る問題点を探 ることであ る。
英語教育、 また英語学習について の議論で、模倣 のモデル と して ネイ テ ィブス ピーカーの英
語 の使用例が しば しば登場す る。 ネイ テ ィブス ピーカーの言語使用は言語能力を測定す る基準
と して も使われ、ACTFL(AmericanCouncilontheTeachingofForeignLanguage)の示す
OPI(OralProficiencyInterview)の評価 基準で も、最高 レベルは ネイ テ ィブと同等 の熟達度
とされ てい る(Buckl989)。また第二言 語習得 の研究 において も、 ネイテ ィブス ピーカーの
よ うな言語知識 の獲得が成功 の条件 とされてい る(Gass&Selinkerl994:ll)。この分野 の研
究は、英語 の教師は学習者を限 り無 くネイ テ ィブス ピーカーに近付け ることだ とい う前提で行
われてい ることは、業界 の様 々な専門用語か らも推測 され る。 まず、 しば しば研究 の対象 とさ
れ る、学 習者の発す る中間言語(lnterlanguage)と呼ばれ るものは、学 習者が最終 的にネイ
テ ィブス ピーカーの言語運用能力を身につけ ることが前提であ り、中間言語はそ の途上にあ る
「不完全 なもの」であ ると認識 されてい る。 また、学習者が英語を話す時に観察 され る母語 の
影響 は干渉(interference)と表 現 され好 ま しくない影響 である と考 え られ る。 そ してネイ テ
ィブス ピー カーに近付 くための歩みが止 ま って しまった状態 は化石化(fossilization)と呼ば
れ、そ の状態は永続す ると考え られてい る。 しか し、 これ らの研究において、 この最終到達 目
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標であるネイティブスピーカーの実体は明確に定義されておらず(Kubotal997)、共通理解の
得られた自明のものであると考えられているかのようである。 しか し、今 日の多様な英語の使
用者を考えた時に、いったいどのような人々をネイティブスピーカーと考えるのかとい うこと
になると、複雑な問題が山積みであ りその答えを出すのは容易ではない。多 くの場合、英語学
習者(時 には研究者、教育者も含めて)は このネイティブスピーカーとい う用語が実はどのよ
うな人々をさすのかを、立ち止まって考えることなく、あたかも共通理解が得られているとい
う錯覚のもとで気軽に使われているとい うのが現状である。
日本の英語教育や英語学習のコンテキス トでも、ネイティブスピーカー(または略 してネイ
ティブ)とい う用語は頻繁に使われている。私の身の回 りにおいても、 日本人の英語教師と区
別するのに 「ネイティブの先生」とい うラベルで一括 りにされる英語教師がいるし、学習の最
終 目標を 「ネイティブスピーカーのように話せるようになること」とする学生も多い。また、
英語で レポー トを作成すると最終段階で 「ネイティブチ ェック」なる御墨付きをもらって提出
しようとする学生もいる。これら学生たちの日常的に使 う 「ネイティブスピーカー」とい う言
葉を聞 くたびに、私はこれまで言語学、言語教育の分野でのネイティブスピーカーに対する議
論を思い返 して、はた して彼らがどのような認識、理解でこの用語を使っているのであろうか
と疑問に思ってきた。学生たちの言 うネイティブの先生は 日本人の英語教師と違 うどのような
質を兼ね備えた人のことを指 して言っているのだろうか。ネイティブスピーカーのように話 し
たいと望む学生は、どのような話 し手を頭に描いているのだろうか。彼らが書いた作文を添削
する資格のあるネイティブとは、どんな能力を持っていると考えているのだろうか。そ して、
彼らの考えている英語のネイティブスピーカーは言語学者や言語の教育者が考えるものとどの
ような違いがあるのだろうか。そ してこれらの学習者のネイティブスピーカーへの認識を探る
ことから何か英語教育を考える上での問題点は見えないだろうかといった疑問である。今回の
調査結果をもとに、このような点について考察 していきたい。
言語学 ・言語教育にお いてのネ イテ ィブ ス ピーカー
学問的に もネイ テ ィブス ピーカーとい う用語については、そ のあ ま りに気軽 な使用を疑問視
すべ きであ ると主張す る研究者は多い(例、Paikedayl985,Kachru&Nelsonl996)。ネイ テ ィ
ブス ピーカーとい う用語に対 して疑問を投げかけたパイ オニア的存在であ るイン ド出身 のPai-
keday(1985:23)は、第一 の暫定的定義 としてLongmanやCollinsの辞書 の定 義を引用 し
「あ る言語を母語(mothertongue)または第一習得言語(firstlanguage)として身につけて
い る人」 としてい る。 この定義はnativeとい う語 の 「出生地の」 とい う意味 を反 映 してお り、
一番広 く理解 されてい る もので もあ る(例 、Liul999)。しか し、 この定義 も色 々な問題 を含
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ん でお り、批判 的に疑問 が投げか け られ るべ きだ と主張 す る研究者 もい る(Paikedayl985,
Ramptonl990,Kachru&Nelsonl996)。なぜ なら、Paikeday自身 の ように、イン ドで マラヤー
ラム語を母語 と して育 ちなが らも10歳よ り英語で教育を受け、21歳の時か ら35年にわた り祖国
を離れたために、母語で も第一習得言語で もない英語を 自分 の一番得意で 自由に使え る言語で
あ ると考え るよ うな例 もあ るか らだ。 このよ うな第二言語であ りなが らネイ テ ィブス ピーカー
並み の言語運用能力を持 った人 々を ネイ テ ィブス ピーカーと見 なすか ど うかについては議論が
別れて しま う(Paikedayl985:24-26,Liul999)。また、第一習得言語であ りなが ら、後に使
用す る機会が な くな り、非常に限 られた運用能力 しか な くなって しまった言語を ネイ テ ィブ言
語 と呼べ るか とい う問題 もあ る。
そ こでPaikeday(24)は第二 の定 義 と して 「ネイテ ィブス ピーカー とはある言語 の有能 な
ス ピーカー(competentspeaker)であ って、 その言語を慣用 に則 って(idiomatically)使う
人」 と している。 同様 に、Rampton(1990)は熟達 した ス ピーカー(proficientspeaker)と
い う表現を使 ってい る。 しか し、 この 「有能 なス ピーカー」 とい う表現 も、 どの程度 の能力を
もって ネイ テ ィブス ピーカーと見 なすかについて、そ の境界線は曖昧 なままであ る。理論言語
学において のネイ テ ィブス ピーカーの能力は、あ らゆ る状況下で も決 して間違いをおか さない
文法的洞察 力(Chomskyl965)とされ ている。 そ して、与え られた文が文法 的か否 かを判定
す る資格は、 この能力を備えた ネイ テ ィブス ピーカーに のみに与え られ るとされてい る。 しか
し、多数 の言語学者 の議論において、実際に この世に存在す る人 々について、 この資格者であ
るため の能力があ るか、す なわ ちネイ テ ィブス ピーカーであ るか ど うかを見極め る方法がはた
してあ るのか ど うか とい う度重 なるPaikedayの問いにChomskyも明確には答えず形而上学
的説 明に終始 してい る。つ ま り、 この世に存在す る一人一人をあ る言語において ネイ テ ィブス
ピーカーか ど うか判断す る明確 な術は ない とい うことであ る。そ うなると、 ネイ テ ィブス ピー
カーとは言語学者が理想化、概 念化 した ものであ り、実際には存在 しない ことに なって しま う。
さらに、 この文法性を判断す る資格が与え られ るネイ テ ィブス ピーカーの能力が どのよ うな
条件下で身に付 くと考え られてい るのかを検証 して も様 々な問題が浮上 して くる。 まず、言語
の獲得 の順序が問題 とな り、 ネイ テ ィブス ピーカーと してふ さわ しい言語能力を獲得す るには、
生 まれた時か らそ の言語に触れてい ない といけ ない とい う考えに なる。 これは、第二言語習得
の研究で議論 されて きた、臨界期仮説 と立場を 同 じくす る。 しか しも しそ うであ るなら、 この
第二 の定義 は、第一 の定義 の 「第一習得 言語(firstlanguage)の使い手で なければ な らない」
と同義に なって しま う。だた、臨界期を過 ぎてか ら学習を始めた人で も、適切 な訓練に よって
ネイ テ ィブス ピーカーと同様 の言語能力 の獲得が可能であ り、生 まれた時か らそ の言語に触れ
てい るか ど うかは、あ ま り関係ない と主張す る研究者 もい る(例、Davisl991,Phillipsonl992)。
獲得 の順序に加えて、 どのよ うな環境で言語を獲得 したか も、そ の言語 のネイ テ ィブス ピー
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カーと考え るか ど うかに影響を与え る。特に、複数 の言語を幼い頃か ら同時に使用 しなが ら育
って、バイ リン ガル、 マルチ リン ガルに なった人 のネイ テ ィブ言語を判断す るには多 くの問題
があ る。Liu(1999:95-96)の研究の参加者た ちは、 ネイテ ィブと変わ らない英語を話 し、 ア
メ リカで英語に よる教育を受けてい なが らも、家庭で の言語が英語で ない場合は、 自分 自身を
英語 の非ネイ テ ィブス ピーカ ーだ と考 え る傾 向があ ると報告 してい る。Pennycook(1994:
168)は、 この ような二 つ以上 の言語を話す人 々の意識 は、60年代 、70年代を 中心 に言 語教育
に影響力を持 った行動主義に もとついた言語獲得理論が関係 してい るのでは ないか と分析 して
い る。つ ま り、英語 の習得段階において、他 の言語を併用す ると英語 の使用に 「悪い癖」がつ
いて しま う可能性があ り、進歩 の妨げに なるとい う前提であ る。そ して、 これは健全 な言語 の
発達は モノ リン ガル教育において のみ達成 され、 ネイ テ ィブス ピーカーは モノ リン ガルであ る
とい う考え方へ と結びついてい るのであ る。
次に問題 となるのは、今 日のあ ま りに多様化 した英語 の変種 の うち、 どの種類 の英語 の使い
手に ネイ テ ィブス ピーカーの資格が与え られ るか とい うことであ る。Widdowson(1996:377)
は シャン パ ーニ ュ地方で製造 された発泡酒に のみ シャン バン と名乗 る資格があ るのと同 じよ う
に、英国 の英語 こそが真 のバ ラエ テ ィーであ ると主張す る。つ ま り、英語 のネイ テ ィブス ピー
カーであるためには、英国 の英語 の使 い手でなければ な らない とい うことである。Kachru&
Nelson(1996)は世界 中の英語使用者 を三つ の円に分けて考 えてい る。 まず、英語 が第 一、
または支配的 な言語であ る国 々(例 、 アメ リカ、イ ギ リス、 カナダ、 オース トラ リア、 ニ ュー
ジーラン ド)をInnerCircleとしてい る。そ して、教育や政治 などにおいて歴史的に長 く英語
の使用が制度化 されて きた国 々(例 、イン ド、 ナイ ジ ェリア、パキ スタン 、 シン ガポール、南
アフ リカ)をOuterCircleと呼んでい る。最後に、英語が 日常使われてい ないが、広 く学習 さ
れ てい る国 々(例 、 中国、 イン ドネ シア、 イ ラン 、 日本、韓 国、 ネパ ール)をExpanding
Circleとしている。 これ ら多様 な英語 の種類 の中で、Kachru&Nelson(1996:74)は、一般
的に受け入れ られてい る英語 の種類 と してInnerCircleの中で もアメ リカとイ ギ リスの英語を
あげ ることについては、誰 も異論を唱え ないだ ろ うが、 オース トラ リア、 カナダ、 ニ ュージー
ラン ドの英語については論議が起 きるか も知れ ない と述べてい る。 また、OuterCircleの英語
については、Kachru(1986,1992)自身non-nativevarietyと呼んでい ることか らも、 これ ら
の英語 の話 し手を ネイ テ ィブス ピーカーとは見 な してい ない のだ と考え られ る。
日本 の英語教育 の分野で、 これ ら英語 の多様性は どのよ うに扱われてい るのであ ろ うか。文
部省1)が平成ll年12月に出 した高等学校学習指導要領 では 「言語材料 は、原則 として現代 の標
準的 な英語に よること。だた し、様 々な英語が国際的に広 くコ ミュニケーシ ョン の手段 と して
使われ ている実態に も配慮す る こと」(27)とな って いる。 さらに現代 の標準的 な英語 は 「現
在国際的に広 く日常的 なコ ミュニケーシ ョン の手段 と して通用 してい る英語を意味 してお り、
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特定 の地域 や集団において しか通用 しない方言 な どに偏 らない英語 のこ とであ る」(28)と定
義 してい る。 しか し、実際 の教育現場において、 日本 の英語教師は こ うした英語 の多様性に必
ず しも寛 容でない よ うだ。McConnell(2000)は世界 各国か ら 日本 にや って来 て公立学 校で
英語を教え るALT(AssistantLanguageTeachers)が、 アメ リカ英語だけを使 って教え るよ
う要求 された り、 アフ リカ系 アメ リカ人 のALTが 、標準英語を話せ るか ど うか質問を受けた
りす る様子を報告 してい る。
英語 の種類に加えて、人種 も英語使用者が ネイ テ ィブス ピーカーであ るか ど うか の判断材料
に なることが議論 されて きてい る。Kachru&Nelson(1996:80)は、我 々が英語 のネイ テ ィ
ブス ピーカーと言 うと、 アン グ ロサ クンン を思い浮かべて しまいが ちであ ることに触れてい る。
また、Liu(1999:97)は、 ア メ リカのEsLの 英語学習者が、北欧 出身で、幼少 の頃 アメ リカ
に移住 して きた 白人 の英語教師を ネイ テ ィブス ピーカーと考えてい るのに対 し、 アジア系 の英
語教師については、先 の白人 の教師 よ りも早 くか らアメ リカで生活 してい るに もかかわ らず、
非 ネイ テ ィブス ピーカーであ ると考え る傾 向があ ることを報告 してい る。 日本 の英語教育 のコ
ンテキ ス トにおいて も、 この英語 のネイ テ ィブス ピーカーに関連 した人種的偏見は、 これ まで
に も議論 され て来た。津 田(1990:140)は、英会話 に熱 中す る 日本人 の英語学習者 は、あ る
種 の病的 な英語中毒に陥 ってい ると し、 これ らの症状 の根底には 白人へ のあ こがれがあ るのだ
と指摘す る。 また、 ラ ミス(1975)は日本 の営利を 目的 と した英会話学校では、 ネイ テ ィブス
ピーカーの教員を抱え ることが 自慢であ り、広告 に も彼 らを起用す るが、このネイ テ ィブス ピー
カーとい うのは結局 のところ白人を意味す るのだ と述べてい る。 また、 これ らの機関で有色人
種が雇用を拒否 された り、 白人に比べて低賃金であ る事実に も触れてい る。
私は、英語を専攻す る大学生 と毎 日接触す る中で、 これ ら言語学や、言語教育 の分野で繰 り
広げ られて来た ネイ テ ィブス ピーカーについて の議論 と、大学生 のネイ テ ィブス ピーカーへ の
認識に少 なか らず隔た りがあ るよ うに感 じて来た。 また、 これ らの議論に 目を 向け る機会 もな
く、無批判に この用語が使われてい るよ うに も感 じて来た。そ のよ うな中で、 これ らの大学生
が ネイ テ ィブス ピーカーにいたず らに神格化 された権威を与え、一 向にそれに近付 くことがで
きない 自分 自身 の能力に焦燥感を表す様子 も見て きた。そ こで、大学生 の考え るネイ テ ィブス
ピーカーと彼 らの学習 のモデル像 の分析を通 して、そ こに横たわ る問題点について議論 したい
と思 う。
調査方法
今回の調査に参加 したのは260名の日本の大学生である。 これ らの大学生は英米語を専攻 し
てお り、いわゆるネイティブスピーカーの教師による英語の授業を受講 している。また、キャ
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ンパスでは世界各国からの留学生が学んでお り、この調査に参加 した学生が、英語のネイティ
ブスピーカーとみなしている人数もかなり含まれている。このような環境の中で、これらの大
学生は 日常的にネイティブスピーカーとい う用語に触れてお り、それぞれにこの用語に対する
なんらかのイメージを抱いていると考えられる。
調査はまず 「英語のネイティブスピーカーについて自由に定義 しなさい」とい うことで、考
えていることを思いつ くまま自由に記述させた。これら大学生(以 後、回答者と表す)は 、こ
の質問を提示されて初めてこの用語の意味に考えを巡らせた様子で、回答中も多 くが定義する
ことの難 しさを訴えた。 しか し、ほとんどの回答者が、その時点での自分が考える限 りの定義
を書き表 し、大学生の英語のネイティブスピーカーに対する意識について貴重な質的データを
得ることができた。
次に、これらの記述をもとに学生の中にあるネイティブスピーカーに対する共通点、相違点
に関 してどのようなパターンがあるかを探 し、言語学、言語教育の分野での議論を考えあわせ
た上で8項 目からなる調査用紙(付 録参照)を 作成 した。これらの項 目について、先の260名
の学生に対 して、再びネイティブスピーカーに対する定義(表 の中で定義と表す)と 、自分自
身の英語学習のモデル像(表 の中でモデルと表す)に ついての考えを聞き、集まったデータを
統計処理 した2)。
これら、回答者から集めた質的、量的なデータをもとに、今の大学生が英語のネイティブス
ピーカーとい う用語をどのように定義 しているか。また、英語学習のモデルとネイティブスピー
カーとの間にどのような関係があるかを分析 した。
調査結果
英語が使われる環境に触れ学びは じめる時期
調査結果の中で最も顕著であったのは、生まれた時から英語に触れていることが、英語のネ
イティブスピーカーであるための最も重要な条件として考えられていることである。最初に行
った自由記述でのネイティブスピーカーの定義においても 「生まれた時から英語を使っている
人」とい う答えは圧倒的大多数を占めていた。量的データにおいても 「その人が初めて英語が
使われる環境に触れ学びはじめる時期」について、実に83.7%の回答者が 「生 まれた時から」
としている(表1参 照)。
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生まれた時から 小学校入学時 中学校入学時 大学入学時
定義 実数(%)216(83.7)
モデル実数(%)198(76.7)
37(14.3)
42(16.3)
5(1.9)
16(6.2)
0(0.0)
2(0.8)
表1そ の人が初めて英語が使われる環境に触れ学びはじめる時期
上で述べたように、この生まれた時からその言語に触れているという条件は様々な辞書が定
義するところでもあ り、多 くの研究者が条件 としてあげているものである。回答者の記述によ
るデータから、生まれた時から英語に触れていることを条件 としてあげている理由は、言語に
触れはじめる年令 と、その熟達の度合いに強い相関関係があるという推測からきていることが
うかがえる。ある回答者は、「生まれた時から英語を話してないとネイティブ並みの能力はつ
かない」 と述べている。従って、学習のモデル となる英語 としても、この生まれた時から英語
に触れていることを条件 としてあげる割合は大きい(76.7%)。ある回答者は 「やはり生まれ
た時から英語を使っている人の英語が(モ デル として)よ い。なぜなら私はできるだけなまり
のない英語を話したい と思うからである」 と答えてお り、自分自身や他の学生の学習経験を観
察する中で、早期に目標言語に触れることが、ネイティブスピーカー と呼ばれるにふさわしい
能力を身につける鍵 となると信 じるに至った事が伺える。ただ、小学生(14.3%)、中学生
(1.!%)の頃から英語に触れ始めてもネイティブスピーカー と見なすことがで きると考 える
回答者もわずかながら存在する。これは、ネイティブスピーカーの能力を身につけるのに、学
習開始年令は関係ない と信じる回答者がいるからだ考えられる。中学生の頃より外国語 として
英語を学習し始めた というある回答者は 「今からでも何年か英語圏に留学すればネイティブの
ようになれるはずだ と思う」 と述べている。
英語獲得の環境
自由記述の中で、年令に続いて 目立った解答は 「毎 日英語を話す、つまり日常会話で英語を
話す人」 と 「教育を英語で受けている」 というものである。そこで、英語の獲得の環境 として、
家庭での 日常生活を通して自然に言語を獲得してい く状況 と、学校教育を通して正式に学ぶ状
況に分け、それぞれがネイティブスピーカー と呼ばれるための条件 として重要かどうかを質問
した。その結果、回答者はこの言語獲得の環境を学習開始時期に次いで重要な条件 と考えてい
る事がわかった(表2、3参 照)。また、家庭での獲得 と教育を通じての獲得についての回答
者の回答パターンに強い相関関係があることがわかった(r=0.43,p<.001)。つま り、家庭
での獲得を重要 と考える回答者は教育を通しての獲得も重要だ と考え、どちらか一方だけを重
要 と考えた り、どちらも重要でない とはしない傾向が見られる。これは回答者の多 くが、家庭
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と学校での言語が異なる環境で過ごした という実体験がな く、そういった状況を想像しにくか
ったことが影響していると考えられる。
絶対必要 重要 望ましい 関係ない
定義 実数(%)
モデル実数(%)
ll2(43.1)
84(32.3)
73(28.1)
77(29.6)
60(23.1)
69(26.5)
15(5.8)
30(ll.5)
表2家 庭で使われる言語が英語である環境で育 った人
絶対必要 重要 望ましい 関係ない
定義 実数(%)
モデル実数(%)
91(35.0)
108(41.5)
103(39.6)
80(30.8)
36(13.8)
47(18.1)
30(ll.5)
25(9.6)
表3英 語で教育を受けた人である
家庭で自然に英語に触れる環境にあることがネイティブスピーカーと見なされるために絶対
に必要な条件であるとする回答者が全体の43.1%、重要な条件であるを合わせると71.2%にの
ぼ り、重要視されていることがわかる。教育とい うフォーマルな英語習得をネイティブスピー
カーの条件にするか否かについては、絶対必要と重要であるを合わせて74.6%にのぼ り、やは
り重要な条件と考えられていることがわかる。ただ、学習のモデルとなると、学校教育を英語
で受けていることがより重要だと考えられている。
しか し、ネイティブスピーカーの条件として、これら学習環境について約4分 の1に及ぶ回
答者がこれらの条件を望ましい、または関係ないとし、あまり重要ではないと考えていること
も見逃せない。この理由について、これら回答者の何人かにイン タビューを試みると、家庭で
は 日本語を使っているのに、イン ターナショナルスクールで勉強 したので、英語も日本語もネ
イティブのようになった友だちがいる例や、両親共に 日本人であるが幼少の頃アメリカで過ご
したためにネイティブの英語能力を身に付けたある有名歌手の例などが語られた。もちろん、
ここで回答者が引き合いに出してネイティブの能力を持つとする人々が、実際のところどの程
度の言語能力を持っているのかは定かではない。ただ回答者が、とにか く生活のある一つの ド
メインで英語を継続的に使 うことをネイティブスピーカーの条件と考えているが、生活のすべ
てにおいて英語を使 うことは、それほど重要視 していないと言えるのではないか。
また、これらの答えから各 ドメインで違 う言語を継続的に使用 した場合、二言語以上のネイ
ティブスピーカーになることも可能であると考えているとも言える。量的データによると、英
語だけのモノリンガルであることを英語のネイティブスピーカーの絶対条件とするのは約1割
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(10.4%)にとどまってい る(表4参 照)。 また、 この問題 につ いて、ネイテ ィブス ピーカー
の定義 には関係 ない とす る回答 者は57.7%にのぼ っている。 さらに、モデル とな るス ピーカー
とい うことにな る と、 モ ノ リン ガル であ ることを条件 とす る回答者 は さらに少 な くな る(4.2
%)。 これは、 回答者 の多 くがバイ リンガルにな るこ とを 目標 に英語の学習を続 けてい る現実
と関係があ ると考え られ る。
英語だけ 英語の方が得意 バイ リンガル 関係ない
定義 実数(%)
モデル実数(%)
27(10.4)
ll(4.2)
68(26.2)
71(27.3)
15(5.8)
53(20.4)
150(57.5)
125(48.1)
表4そ の人の英語以外の能力
これら回答者のバイリンガルのネイティブ言語に対する考え方は、この分野の様々な研究報
告 とは随分異なる。例えば、Liu(1999)の研究の参加者のコメン トにもみられるように、英
語だけのモノリンガルの場合、自身をネイティブスピーカー と見なすことになんら問題を感じ
ないようであるが、二言語以上の使用者は、どの言語のネイティブスピーカー と考えるかにつ
いては複雑である。Kachru(1996:81)は、多言語社会での英語使用を考える時、 どれだけ
の ドメインで英語が使われているかという範囲(range)と、社会の中で どの程度まで英語の
使用が浸透 しているか と言 う深度(depth)を考慮することが重要であると述べている。しか
し、今回の調査の回答者のほとんどが、このような多言語社会での生活経験が無いため、ネイ
ティブスピーカーを定義するにあたって、このような言語使用の範囲や深度に関して意識する
機会があまりなかったのではないかと考えられる。また今回の回答者は、言語運用を実用的観
点からのみ見る傾向が強 く、ネイティブスピーカー と自覚するのに及ぼすアイデン ティティの
影響にまで思いを巡らせる経験がないことが原因ではないか。
英語の種類
先に述べたように、どの種類の英語を使っているかについても、その使い手を英語のネイテ
ィブスピーカー と見なすかどうかに大きな影響を与える。まず量的データの示す大きな特徴の
一つは、育った場所が、その人が使う英語の種類に大きな影響を与えるという前提が回答者の
中にみられることである。育った場所 と英語の種類の質問には、ネイティブスピーカーの定義
(r=0.60,p<.001)にも、学習のモデル(r=0.59,p<.001)にも強い相関関係がみられる。
日本の大学生が、これら育った場所、英語の種類をネイティブスピーカー と判断する材料 とし
て、どのように見ているかは興味深い。しかし、彼らがこれまでに世界中で使われるおびただ
しい種類の英語に数多 く触れてきて、それぞれに彼らな りの判断基準を形成しているとは考え
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に くい。そ こで、Kachru&Nelson(1996)の英語使用者の三つのサー クル を使い、それぞれ
の種類の使い手 を彼 らがネ イティブス ピー カー と見なす かどうか尋ね結果 を得た(表5、6参
照)。
英 国 ・米 国の英語InnerCircle Inner十〇uterCircle 関係ない
定義 実数(%)
モデル実数(%)
7(2.7)
39(15.0)
63(24.2)
90(34.6)
107(41.2)
37(14.2)
83(31.9)
94(36.2)
表5そ の人が育った場所
英 国 ・米 国の英語InnerCircle Inner十〇uterCircle 関係ない
定義 実数(%)
モデル実数(%)
19(7.3)
78(30.0)
74(28.6)
104(40.0)
96(37.1)
31(ll.9)
70(27.0)
47(18.1)
表6そ の人が話す英語の種類
まず大 きな特徴 としては、使用 され る英語の種類 に基づいてネ イティブス ピー カー を定義す
るの に、OuterCircleまでを含 めている回答者 がかな りにのぼ るこ とである(37.1%)。Inner
Circleに限定 してい る回答者(35.9%)とほぼ同 じ割 合であ る。 また、ア メリカ とイギ リスの
英語 に限 定す る とい う回答 者は僅 か7.3%にとどまってい る。 この結果 も先 に述べ た、 日本の
大学生は、あ る1つ の ドメイン で も 日常的 に英語が使われていればネ イティブス ピー カー と考
える傾 向があ るこ とを裏付けてい る と考 えられ る。 これは、英語の使用が授業 内のみ に限 られ
がちな回答者 との対比 によるの かもしれない。そ して、限 られた ドメイン において も自由に言
語運用がで きればネ イティブス ピー カー と見な してい る とい える。
ただ、学習の 目標 とな る と話 しは別で、 イギ リス、ア メ リカの英語 に限 る回答者は30%と増
加 し、InnerCircle全般の英語 を含め る と70%にのぼ る。 したが って、回答者はOuterCircle
の英語の使用者 をネ イティブス ピー カー と考 えなが らも、学習の 目標 としてはInnerCircleの
英語が適切であ る と考 えてい るようであ る。外国語のな ま りに関す る質問 にもこの点は表れて
お り、ネ イティブス ピー カー を定義す るの に外国語のな ま りがあ る話 し手は比較的寛容 に見 ら
れてい るの に対 し(m=2.58)、学習の 目標 としては、な ま りのない こ とが条件 とされ る傾 向
がやや強い(m=2.16)(表7参 照)。
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絶対必要 重要 望ましい 関係ない
定義 実数(%)
モデル実数(%)
49(18.9)
85(32.7)
82(31.7)
78(30.0)
56(21.6)
68(26.2)
72(27.8)
29(ll.2)
表7英 語で話 した時に外国語のなまりがない人
回答者はOuterCircleの英語使用者を含めてネイティブスピーカーと見なす傾向があるにも
かかわらず、学習もモデル としてはなぜ、InnerCircleにこだわるのであろ うか。この問題に
ついて量的データには表れない回答者の考えを知るために、自由記述のデータを検証 した。ま
ず、代表的な回答として 「日本の学校では、ほとんどがアメリカの英語を使っていると思 うの
で、私はアメリカの英語が、学習のモデルとして最適ではないかと思 う」とい うものである。
彼らはこれまでの英語の学習経験を通 して、時にはっきりと、またそれとなくアメリカ英語を
学んでいるのだと告げられて来たようである。また、アメリカ英語の規範が彼らの英語を評価
する基準として使われていると感 じているので、当然アメリカ英語を学習 目標とするべきであ
ると考えているようである。 したがって、 日本の英語教育の日々の活動を通 して、文部省の言
う 「現代の標準的な英語」とはアメリカ英語を指 しているとい う印象を学習者に与えているよ
うである。
また、彼らのアメリカ英語を学んでいるとい う意識は、アメリカ英語とかけ離れた英語は理
解 しづらいとい う印象も生み出しているようだ。ある回答者は 「普段、私が学んでいる英語が
アメリカ英語とい うこともあ り、自分の上達の上でも聞き慣れない英語を話す人から教わるよ
り、聞き慣れたアメリカ英語を使 う人がいい」とい うように答えている。彼らは英語学習にお
いて、聞き慣れていなくわか りづらいものは排除 したいと感 じているようである。
また、それぞれの英語の種類の明瞭さ、理解の可能性に疑問を投げかける声も聞かれる。あ
る回答者は自分自身の観察に基づいてはいないものの 「オース トラリアやニュージーラン ドの
英語は癖があると聞いたので見本には した くない」と答えている。また、実際にOuterCircle
の英語を聞いた経験がある回答者は 「イン ド英語を聞いたことがあるが、その発音から全 く理
解できなかった。どうせ習得するなら多 くの人にわかってもらえるような発音で話 したい」と
答えている。こういった英語の変種、特にOuterCircleの英語の明瞭度についてはこれまでに
も研究がされてきている。Kachru&Nelson(1996:94-95)はこれらまでの研究を引用 しなが
らInnerCircleの英語は被験者にとって逆に一番わか りに くいものであったと述べている。そ
して、英語教育の世界においてネイティブスピーカーの英語こそが一番であるとい う自明の真
理があるような思い込みがあ り、それゆえにこれらの英語が一番世界で広 く使われて しかるべ
きであ り、これが理解できないとい うのは、その人の英語が未熟だからと考える図式ができあ
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が ってい るのでは ないか と述べてい る。
今回 の調査 の回答者 の中に も、学習 のモデル と して のInnerCircleの英語志 向は 明らかに存
在す るよ うであ る。 しか し、OuterCircle,ExpandingCircleの英語 まで も学習 のモデル と考え
る回答者 も3割 存在す ることも見逃せ ない。あ る回答者は 「私が モデル と してい る人は別に ネ
イ テ ィブで な くて もいい とい うこと。つ ま り、英語を正 しく話せ るならば、外国 の人で も良い
とい うことであ る」 と述べてお り、何が何で もInnerCircleの英語を モデル とす るとい うので
は ない ことを うかがわせ る。 また、当面はInnerCircleの英語を モデル と しなが らも、将来的
には様 々な種類 の英語を学びたい とす る考え もあ る。あ る回答者は 「大体一般的 な標準英語を
勉強 して、あ る程度身について きた ら、次 ぎのモデル と しては、方言 などもあ りえ る」 と述べ
てい る。
人種
これまでにも、英語のネイティブスピーカーの判断材料として人種が大きな要因となってい
ることが指摘されてきている。また上でも述べたように、 日本では特に、英語学習において白
人優位の構図があることも指摘されている。 しか し、今回の回答者に自由記述 してもらった所、
英語のネイティブスピーカーを定義するにあたって、人種に関する記述はほとんど見られなか
った。ただ、学習のモデルとしては非常に僅かではあるが人種に関する言及が見られた。例え
ば、1人 の回答者は 「私のモデルは白人で男前でなくてはならない」と書いている。そこで、
調査用紙の中にこの人種に関する質問を加え量的データを得た(表8参 照)。
白人 白人か黒人 日本人以外 関係ない
定義 実数(%)
モデル実数(%)
3(1.2)
9(3.5)
10(3.8)
18(6.9)
5(1.9)
8(3.1)
242(93.1)
224(86.5)
表8そ の人の人種
結果としては、93.1%に及ぶ回答者が人種は英語のネイティブスピーカーを定義するのに関
係ない としてお り、学習のモデルとしても86.5%が人種は関係ないと考えている。それでもあ
えて学習のモデルとして白人の英語に限定するとしたある回答者は 「黒人英語は避けたい。そ
れは差別的な意味からではなく、自分が習得するのであれば、できるだけなまりの少ない英語
が望ましいとい う気持ちが働 くからだ」と述べてお り、英語を専攻する大学生の中に、黒人英
語はなまりが強 く非標準的とい う意識があるようだ。また、極少数ではあるが、こういった黒
人の英語を学習のモデルとしたいとする学生も存在する。ある回答者は、黒人英語を学びたい
動機としてrHipHop系の言葉やF-Wordを自由に使いこなせるようになりたい」と答えてお
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り、言語に対する人種的偏見やステレオタイプは 日本人大学生の間にも存在するようである。
まとめ
これまでの結果を総合 してみると、 日本の大学生の英語のネイティブスピーカー像が浮かび
上がって くる。多数派の意見を総合 してみると、彼らのイメージする英語のネイティブスピー
カーの条件とは、生まれた時から英語に触れる環境にあった人であ り、使 う英語の種類、人種
は重要な要素ではないが、 日常のある ドメインにおいて継続的に英語を使用 している人とい う
ことになる。ただ、学習のモデルとなる英語の使用者は彼らのイメージするネイティブスピー
カー像とだいたい重なる。ただ、英語で教育をうけたことと、InnerCircleの英語の使用者で
あることが重要視される傾向がある。
まず英語のネイティブスピーカーは、生まれた時から英語に触れていなければならないとい
う考えは、ネイティブ並みの英語力をつけるためには、生後なるべ く早い時期に英語に触れ学
習を始める事が不可欠であるとい う考えに結びついているようである。そ して、これは回答者
が大学生である自分は、これからい くら努力を したところで英語上達の道は非常に限られたも
のではないかとい う焦燥感にもつながっているようである。現在の日本の大学生にとって、生
後す ぐに 日常的に英語に触れるような環境にあることは非常に稀である。中学校で教科の一つ
として英語が導入され学習を開始するケースがほとんどである。今回の調査に参加 した何人か
の回答者もこのような自分の英語学習の履歴に強い後悔の念を表 している。ある回答者は 「ネ
イティブのようになるためには絶対生まれた時から英語を習わないといけない。私はもう無理
なのでこどもが生まれたらなるべ く早 く英語を聞かせた り習わせた りしたい」と書いている。
当然、この回答者にとってネイティブのように英語を使えるようになることは究極の目標なの
であろう。ただ、まだ大学生とい う若さで英語学習に絶望感を持ち、 目標を失い、挙げ句の果
てにまだ生まれぬ子供にその夢を托さなければいけないとい う現実は、応用言語学、第2言 語
習得研究、英語教育などの分野でいたずらに神格化されてきたネイティブスピーカーとい う用
語の使われ方、そ してその実体を明らかに しないまま、 目標言語としてネイティブスピーカー
の言語使用を前提としてきたことに問題があるのではないだろうか。
そこで、英語のネイティブスピーカーの実体を明らかに しようとした時に避けて通れないの
が、今 日これほど多様化 した英語の変種をどのように扱 うかとい う問題である。今回の調査の
量的データから、回答者はネイティブスピーカーを定義するにあた り、これら英語の変種の問
題をあまり重用視 していないといえる。これは、これら回答者が多様な英語の変種のそれぞれ
に理解を示 し英語のネイティブスピーカーとしての資格を与えた結果だとも考えられる。 しか
し、逆にこの結果の意味するところは、文部省が学習指導要領の中で適切な言語材料として示
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す 「現代 の標準的 な英語」が教育現場においてす なわ ちInnerCircleの英語、中で も主に アメ
リカ英語 と考え られて きた結果、回答者が世界中で英語が土着化 し多様 な変種を生み 出 してい
る事実について理解を深め る機会が なか った ことに よるのでは ないか とも考え られ る。 このこ
とは、先に述べた よ うに英語に加えて他 の言語が使用で きるバイ リン ガル の人 々が 自分を ネイ
テ ィブス ピーカーだ と考え るのに困難を感 じるとい う報告があ るに もかかわ らず、今回 の調査
において、回答者がバイ リン ガルであ ることが ネイ テ ィブス ピーカーを定義す る上で重要 と考
えてい ない ことか らもわか る。そ の結果、 と りあえず 日常 どこか の場面で英語を継続的に使 っ
てい るのであれば ネイ テ ィブス ピーカーと見 な して よい のでは ないか とい う判断に至 った ので
は ないだ ろ うか。そ して これは、OuterCircleの英語 の使用者を ネイ テ ィブス ピーカーと考え
る平等主義的立場を と りなが らも、学習 のモデル としては学校教育 で慣れ親 しんだInnerCir-
cleの英語 が適切であ るとい う今 回の調査結果 につなが ってい る と言 えないだろ うか。 このこ
とは、英語に外国語 のなま りがあ って もネイ テ ィブス ピーカーと見 なすが、学習 のモデル と し
ては相応 しくない とい う表7の 結果に も表れてい る。
英語教育において ネイ テ ィブス ピーカーの言語使用は常に学習 のモデル とされて きた。 これ
は、Hymes(1972a,1972b)の提 唱 した コ ミュニケーシ ョン能力 と呼ばれ る概 念が英語教育に
応用 され るに至 って(Canale&Swainl980,Canalel983)学習者は言語使用に関わ る社会的 な
行動 スタイル まで もネイ テ ィブス ピーカー(多 くの場合 アメ リカ人)を 観察 し、そ っ くりまね
ることを要求 されて来た。 しか し、 このよ うな実践 の中で次第に、そ の妥当性に疑問 の声があ
が るよ うに なった(例 、Faircloughl989,Kramschl993)。日本では、鈴木(1999)がそ の著
書 の中で、 日本人は 日本人 の癖(和 臭)が 出て しま うのを恐れ ることな く、 日本人 の特徴が表
れた英語を堂 々と使用すべ きであ ると説いてい る。そ して、あ る特定 の民族 の英語使用に根 ざ
さない 「国際英語」 の使用を奨励 してい る。 しか し、私は英語を専攻す る大学生 との 日々の接
触 の中で、 この どち らの立 場に も違和感 を覚えて いる。 今か ら30年も前 にGardnerとLam-
bert(1972)が指摘 した よ うに、学習者に よって特定 の地域 の人 々や文化 を始 め とす る全てに
魅力を感 じる ことが、そ の言語を学習す る動機 につ なが る場合 や(integrativemotivation)、
それ とは関係 な く、 とにか く必要に迫 られ、 コ ミュニケーシ ョン の、 または立身 出世 などの道
具 と して言語を学習 しようとい う動機 が生 まれ る(instrumentalmotivation)場合な ど、そ の
学習 の動機は人それぞれであ る。今回 の調査 の回答者 の中に も、特に英語圏 の国 々に興味があ
るわけでは ないが、将来就職に有利か も しれ ない と して、資格試験 などのために英語を学習 し
てい る者 もいれば、英語圏で のホームステイ体験 などか ら、そ この文化に憧れ、で きることな
らそ この国 の一員に な り一生を過 ご したい と考え る者 もい る。 また先に触れた よ うに、黒人 の
文化に魅せ られて英語 の中で も非標準 とされ るものへ の同化をあえて望む学習者 もい る。 これ
ら多様 な動機を持 った学習者を前に、例えば アメ リカ人 のよ うに英語を使え ない学生に、いか
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にもアメリカ人らしく見えるような言語使用を強要 した り、逆にアメリカ人のようになろうと
必死の努力を続ける学生を、「英会話症候群」(津田1990)と呼び、病気扱いしてその態度を
た しなめる権利が、英語教師に果た してあるのだろうかと思 う。また、これら学生の英語学習
に対する動機は、一生を通 じて同じとい うわけでもなく、その発達段階の途上で変化 してい く
ものでもある(Kubotal998)。こう言った多様な学習者を前に、 目標言語はアメリカ英語がふ
さわ しいか、いやイギリス英語だ、それとも国際英語だと議論 して決定するのは英語教師では
なく、学習者が自分自身の目的に合わせて選択すべきことではないだろうか。英語教師はこれ
ら学習者の選択に必要な情報、すなわち今 日の多様な英語、英語の使用者について知 り、考え
る機会を与えることではないだろうか。ただ、これはなにも世界中の様々な変種を実際に使え
るような訓練をすることではない。彼らが今漠然とネイティブのように話せるようになりたい
と考えている英語学習の目標を、より現実的で具体的な方向付けをするための意識を高めるた
めの手段である。
日本人の英語観は 日々刻々と変化 しているようである。ラミス(1975)や津田(1990)が指
摘する日本人の英語に関する白人一辺倒の人種的偏見は、今回の表8の 調査結果を見る限 り今
は昔のものとなりつつあるようである。数十年前とは比較にならない くらい増加 した、多様な
英語の使用者との接触の中で、現在の大学生の英語のネイティブスピーカー、そ して英語学習
の最終 目標は常に変化 しているのである。そのような状況でこそ、これらの問題への意識を高
めることが重要ではないだろうか。
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付録
(調査用紙)
前回の英語のネイティブスピーカーについて自由に定義 して下さいという調査から、それぞれの人が英
語のネイティブスピーカーについて様 々な考えを持っていることがわか りました。そこで今回はその結果
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をもとに少 し絞った調査をしたいと思います。どの質問も正答、誤答はありませんので、自分の考えるこ
とを答えて下さい。選択肢a)一d)のひとつだけをまるで囲んで下さい。
また、裏面はあなたの英語の学習のモデルになるスピーカーについて同じ質問をします。それぞれあな
たが英語を勉強するにあたって、こんな人のように話せるようになりたいという人物像について答えて く
ださい。
下のそれぞれの質問に答えるにあたって、質問に登場する人は22歳 の大学を卒業し英語圏で不自由な
くコミュニケーションがとれる人を想像して下さい。
(1)英語で教育を受けた人である
英語のネイテ ィブスピーカーとみなされるためには
a)絶対必要な条件である
b)重要であるが絶対必要な条件ではない
c)望ましい条件である
d)関係ない
(2)家庭で使われる言語が英語である環境で育った人
英語のネイテ ィブスピーカーとみなされるためには
a)絶対必要な条件である
b)重要であるが絶対必要な条件ではない
c)望ましい条件である
d)関係ない
(3)英語で話した時に外国語のなま りがない人
英語のネイテ ィブスピーカーとみなされるためには
a)絶対必要な条件である
b)重要であるが絶対必要な条件ではない
c)望ましい条件である
d)関係ない
(4)そ の 人 が 育 っ た場 所
英 語 の ネ イテ ィブ ス ピー カー とみ な され るた め には
a)ア メ リカ か イギ リス で な け れば な ら な い
b)ア メ リカ、 イ ギ リス 、 カナ ダ 、 オ ー ス トラ リア 、ニ ュー ジー ラ ン ドの い ず れ か で なけ れ ば な ら ない
c)ア メ リカ、 イ ギ リス 、 カナ ダ 、 オ ー ス トラ リア、 ニ ュー ジ ー ラ ン ド、 イ ン ド、 パ キ ス タ ン、 シ ン
ガ ポ ー ル 、 南 ア フ リカ な ど英 語 が教 育 、 政 治 な ど で重 要 な は た ら き を して い る国 で な け れ ば な ら
な い
d)関 係 な い
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(5)その人が話す英語の種類
英語のネイテ ィブスピーカーとみなされるためには
a)アメリカかイギ リスで使われている英語の種類でなければいけない
b)アメリカ、イギリス、カナダ、オース トラリア、ニュージーラン ドのいずれかで使われている英
語の種類でなければいけない
c)アメリカ、イギリス、カナダ、オース トラリア、ニュージーラン ド、イン ド、パキスタン、シン
ガポール、南アフリカなど英語が教育、政治などで重要なはたらきをしている国で使われている
英語の種類でなければいけない
d)関係ない
(6)その人の人種
英語のネイテ ィブスピーカーとみなされるためには
a)白人でなければならない
b)白人か黒人でなければならない
c)白人、黒人、または日本人以外でなければならない
d)関係ない
(7)その人が初めて英語が使われる環境に触れ学び始める時期
英語のネイテ ィブスピーカーとみなされるためには
a)生まれた時から
b)小学校入学時
c)中学校入学時
d)大学入学時
(8)その人の英語以外の能力
英語のネイテ ィブスピーカーとみなされるためには
a)英語だけのスピーカーでなければならない
b)英語だけのスピーカー、または英語の方が得意なバイリンガルでなければならない
c)英語だけのスピーカー、またはバイリンガルで英語 ともう一方の言語の能力が同 じでなければい
けない
d)関係ない
注
1)この学習指導要領が出された当時の名称であ り、現在の文部科学省。
2)データの中で、回答者の総数が260名にならないものは、無回答があったためである。
(くぼた ・みつお 外国語学部助教授)
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